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Abstract In this paper, we propose a method called EbC, Estimation-by-Completion, a high speed estimation of

pose parameters of a three-dimensional object in an image.

1. は じ め に

本稿では三次元物体の姿勢パラメータを二次元画像から高速

に推定する方法として，EbC (Estimation-by-Completion) 法

を提案する．EbC法は，アピアランスベース姿勢推定を，画像

に埋め込まれた情報トラックの復元という問題としてとらえ，

固有空間法による学習結果を基に BPLP 法で画像補完するこ

とで情報トラックを復元し，パラメータ推定を実現する．また，

画像補完とパラメータ推定の計算を二枚の画像（EbC画像対）

に集約し，各パラメータの推定を画像の内積演算と簡単な三角

関数のみで実現するため，パラメータ推定を高速に行うことが

できる．実験では，鉛直軸周りの回転と画像面での並進の 3自

由度の姿勢パラメータ推定結果を示し，EbC法の精度と計算コ

ストについて述べる．

2. アイデア：画像復元＝パラメータ推定

学習に基づく画像補間手法である BPLP は，学習サンプル

画像 {ffl1, ffl2, . . .}から固有空間を作成し，新たな画像 ffl′ が与

えられたとき復元画像 ffl̂を求める．

EbC法では，物体の姿勢情報などを表す情報トラック ”j を

含む画像 {“1, “2, . . .}を学習する．新たな画像 ffl′ が与えられ

た場合，その画像の情報トラックを解読することでパラメータ

推定を実現する．勿論，新たにカメラで取得される画像には

情報トラックは存在しない．本手法のアイデアは，与えられた

画像の情報トラック ”̂ を画像補完 (completion)を用いて復元

(estimation)する点にある．

3. 手法：パラメータ推定＝内積× 2 + tan`1

学習セット {(fflj , θj)}j=1,2,... が与えられたとき，θj と対応

する情報トラック ”j 付け加えた学習画像 {“1, “2, . . .} を生成
する．これらの画像から作られた固有空間を，本手法では 2枚

の画像（EbC画像対）Ωc,Ωs に凝縮する．

そして新たな画像 ffl′ が与えられた場合

図 1 画像補間 BPLP の概要

図 2 画像補完による推定 EbC のアイデア

図 3 EbC 画像対による推定の並列処理
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により，情報トラックを復元することなく直接パラメータの推

定値 θ̂ を得る．
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